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（
二
）
西
福
寺 

（
福
山
市
神
辺
町
川
北
） 

西
福
寺
は
山
号
を
普
門
山
と
号
す
る
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
廉
塾
と
近
く
、
茶
山
は
度
々
訪
ね
て
い
る
。 

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
神
辺
大
火
に
よ
り
、
悉
く
灰
燼
と
帰
し
た
。
し
か
し
、
本
尊
は
火
災
の
中
か
ら
避
難
さ
せ 

て
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 
 
 
 

 

一 

西
福
寺
の
縁
起 

「
福
山
市
神
辺
歴
史
民
族
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

神
辺
の
寺
院
」
に
よ
れ
ば 

              
 
 
 
 
 
 
 

 
 寺

伝
に
よ
る
と 

水
野
勝
成
が
福
山
城
築
城
の
際
、
神
辺
か
ら
多
く
の
寺
院
が
福
山
に
移
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
国
分
寺 

（
神
辺
町
下
御
領
）
に
寄
寓
し
て
い
た
僧
審
崇
（
し
ん
じ
ゅ
）
が
、
胎
蔵
寺
の
跡
地
に
平
等
寺
（
川
南
岩
田
）
か
ら 

移
し
て
、
西
福
寺
と
号
し
た
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
水
野
家
の
支
援
が
あ
っ
た
の
か
、
水
野
家
の
家
紋
「
澤
瀉
」（
お
も 

だ
か
）
を
附
し
た
瓦
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 
 
 
 
 

 

神
辺
大
火
で
堂
宇
を
焼
失
し
た
が
、
九
世
寂
如
上
人
が
復
興
に
努
め
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
本
堂
を
再
建
し 

た
と
い
う
。
こ
の
寂
如
上
人
を
中
興
の
祖
と
し
て
い
る
。 

 

福
山
志
料
（
菅
茶
山
編
纂
）
に
は 

  

普
門
山
真
言
宗
明
王
院
末
寺
福
山
城
成
就
ノ
後
神
邊
ノ
胎
藏
寺
ヲ
吉
津
ヘ
移
ス
コ
レ
ソ
ノ
跡
ナ
リ 

 

と
記
し
て
い
る
。 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】
西
福
寺
と
寶
泉
寺
（
神
辺
町
湯
田
村
） 

先
に
寶
泉
寺
に
つ
い
て
ま
と
め
た
時
、
寶
泉
寺
の
法
系
図
の
中
に
「
西
福
寺
」
の
名
前
を
見
た
。 

西
福
寺
九
世
寂
如
（
神
邊
西
福
寺
中
興
・
福
山
士
村
田
氏
）、 

西
福
寺
十
世
卽
如
（
徳
田
徳
永
氏
、
神
辺
西
福
寺
）、 

西
福
寺
十
一
世
圓
我
（
中
條
村
人
、
神
辺
西
福
寺
、
尾
道
浄
土
寺
、
高
野
如
意
輪
寺
、
前
左
学
頭
） 

 
 
 
 
 
 

西
福
寺
十
二
世
良
猷
（
寶
泉
寺
十
六
世
弘
如
・
福
山
士
梅
田
彌
五
六
弟
・
高
野
龍
華
院
）
実
兄
、
神
辺
西
福
寺 

こ
れ
を
見
る
と
、
寶
泉
寺
か
ら
西
福
寺
へ
住
職
と
し
て
赴
む
く
な
ど
、
二
寺
は
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

中
で
も
、
圓
我
上
人
は
西
福
寺
～
尾
道
浄
土
寺
～
高
野
如
意
輪
寺
へ
入
っ
た
人
で
、
高
野
山
の
学
僧
と
し
て
活
躍
し 

た
上
人
と
わ
か
る
。
西
福
寺
の
先
の
住
職
一
六
世
俊
海
上
人
も
寶
泉
寺
よ
り
赴
か
れ
て
い
る
。 

現
在
の
場
所
に
慶
長
年
間
（
一
五
八
九
～
一
六
一
四
）
に
奴
可
郡
（
ぬ
か
ぐ
ん
） 

中
野
村
（
現
庄
原
市
西
城
町
）
か
ら
「
胎
蔵
寺
（
た
い
ぞ
う
じ
）
」
と
い
う
お
寺 

が
移
さ
れ
ま
す
が
、
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
、
福
山
藩
主
・
水
野
勝
成
が
福
山 

に
拠
点
を
移
し
始
め
る
の
に
伴
い
、
福
山
城
の
鬼
門
鎮
護
の
た
め
に
城
北
の
吉
津 

（
よ
し
づ
＝
現
福
山
市
北
吉
津
）
へ
と
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
跡
地
へ 

川
南
の
岩
田
か
ら
「
平
等
寺
（
び
ょ
う
ど
う
じ
）
」
と
い
う
お
寺
を
移
し
、
そ
の 

後
「
西
福
寺
」
と
改
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
二
月
の
神
辺
大
火
に
よ
っ
て
本
堂
を
は
じ
め
と
す
る
大 

部
分
を
焼
失
し
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
本
堂
、
万
延
元
年
～
文
久
二
年 

（
一
八
六
〇
～
一
八
六
二
）
に
庫
裏
（
く
り
）
・
客
殿
を
再
建
し
ま
す
。
神
辺
大
火
の
際
に
は
、
本
尊
と

過
去
帳
だ
け
は
持
ち
出
し
て
難
を
逃
れ
、
本
尊
は
再
建
さ
れ
た
本
堂
に
お
さ
め
ら
れ
秘
仏
と
さ
れ
ま
し

た
。
寺
伝
で
は
、
山
門
だ
け
が
焼
け
ず
に
残
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

元
禄13

（1700

）
年
の
「
川
北
村
御
検
地
水
帳
」
に
よ
る
と
、
屋
敷
地
の
他
に
周
辺
一
帯
に6

反
を
超

え
る
田
畑
を
有
し
て
お
り
、
当
時
の
寺
域
は
か
な
り
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
天
和3

年
の

「
安
那
郡
川
北
村
絵
図
」
に
は
、
寺
域
に
水
路
が
流
れ
、
隠
居
と
呼
ば
れ
る
屋
敷
や
、
街
道
沿
い
に
は
西

福
寺
の
貸
家
が
画
か
れ
て
い
ま
す
。 
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二 

茶
山
と
西
福
寺 

 
 
 
 

廉
塾
と
西
福
寺
は
距
離
的
に
も
近
く
、
茶
山
は
度
々
訪
れ
て
い
た
。
菅
茶
山
略
年
表
（
菅
茶
山
記
念
館
発
行
） 

 
 
 

菅
茶
山
（
富
士
川
英
郎
）
等
か
ら
拾
っ
て
み
る
。 

 
 
 
 
 

年
号 

 
 

西
暦 

 
 
 
 

 

茶
山
の
動
静 

 
 
 

 
天
明
三
年 

 

一
七
八
三  

7
/1

5
 

道
光
上
人
と
西
福
寺
で
賞
月
し
詩
を
作
る 

 
 
 
 
 

 
五
年 

 

一
七
八
五  

3
/2

1
 

拙
齋
・
姫
井
・
杏
坪
と
西
福
寺
詩
会
に
赴
く 

 
 
 
 
 

 

六
年 

 
一
七
八
六  

3
/2

4
 

拙
齋
・
東
嶼
と
竜
泉
寺
・
萬
年
寺
・
西
福
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 

 

享
和
元
年 

 
一
八
〇
一 

 

春 
 

西
福
寺
で
賞
梅
す
る 

（
詩
「
西
福
寺
賞
梅
」
を
詠
む 

 
 
 

 

享
和
三
年 

 

一
八
〇
三  

8
/1

4
 

晴
。
月
佳
し
。
武
十
・
序
平
と
歌
を
西
福
寺
に
作
る
。
夜
遅
く
し
て
陰
る 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
8

/1
6
 

晴
。
西
福
寺
上
人
・ 

武
十
と
歌
を
廉
塾
に
作
る
。
君
推
、
酒
肴
を
携
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
來
る
。
月
明
、
晝
の
如
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
8

/1
8
 

序
平
と
西
福
寺
で
賞
月
し
歌
を
作
る 

 
 
 

文
化
八
年 

 

一
八
一
一 

 
6

/5
 

 
西
福
上
人
雛
僧
を
携
え
来
た
る 

 
 
 

文
化
十
一
年 

一
八
一
四 

 
3

/2
0

 
 

惠
充
と
西
福
寺
に
登
る 

 

文
化
十
三
年 

一
八
一
六 

 
4

/2
2
 

恵
剛
上
人
掬
花
西
福
寺 

乞
余
看
之 

 
 

 

 
 

  
 
 
 

 

右
表
に
あ
る
人
物
を
紹
介
す
る
と 

 

 
 
 
 

〇
道
光
上
人 

日
蓮
宗
出
雲
法
恩
寺
住
職
。
度
々
廉
塾
を
訪
れ
る
。
茶
山
の
詩
に
も
よ
く
登
場
す
る
。 

〇
拙
齋 

西
山
拙
齋
。
備
前
鴨
方
の
儒
者
。
茶
山
の
師
で
あ
り
、
友
で
あ
る
。
度
々
訪
ね
会
っ
て
い
る
。 

〇
桃
源 

姫
井
桃
源
。
備
中
鴨
方
生
ま
れ
。
池
田
家
儒
官
。
池
田
家
墓
所
・
閑
谷
古
黌
の
事
を
司
る
。 

〇
杏
坪 

頼
杏
坪
。
頼
春
水
の
弟
、
頼
山
陽
の
叔
父
。
広
島
藩
儒
と
な
り
、
後
、
行
政
官
と
し
て
活
躍
。 

 
 
 
 

〇
志
村 

志
村
東
嶼
。
仙
台
藩
儒
官
。
昌
平
黌
で
經
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 
 
 
 

〇
武
十 

本
荘
屋
菅
波
家
（
東
本
陣
）
第
六
代
当
主
で
菅
波
武
十
郎
維
廉
。
茶
山
の
和
歌
の
友
。 

 
 
 
 

〇
序
平 

尾
道
屋
菅
波
家
第
一
〇
代
当
主
で
菅
波
序
平
信
恕
。
菅
波
信
道
の
義
父
。 

 
 
 
 

〇
西
福
寺
上
人 

上
人
の
名
前
は
定
か
で
な
い
が
、
中
興
の
祖
寂
如
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 

〇
君
推 

河
相
君
推
。
西
中
条
の
庄
屋
で
大
富
豪
。
客
殿
に
十
勝
碑
林
と
い
う
泉
水
を
め
ぐ
ら
せ
た
庭
園 

を
造
る
。
茶
山
も
詩
友
と
度
々
訪
れ
る
。 

 
 
 
 

〇
恵
充 

寶
泉
寺
恵
充
上
人
の
事
。
詩
歌
に
秀
で
る
。
高
野
山
へ
上
り
座
主
と
な
る
。 

  
 
 
 
 
 

茶
山
は
廉
塾
を
訪
れ
た
詩
友
や
客
と
連
れ
だ
っ
て
、
西
福
寺
を
訪
れ
月
や
梅
を
賞
し
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し 

 
 
 
 
 
 

西
福
寺
上
人
の
詩
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
乗
如
上
人
（
寶
泉
寺
）
霊
昌
上
人
（
光
蓮
寺
）
如
実
上
人
（
国 

分
寺
）
大
空
上
人
（
遍
照
寺
）
の
よ
う
に
名
前
を
挙
げ
て
の
詩
も
未
だ
み
ら
れ
な
い
。 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

三 

西
福
寺
に
ま
つ
わ
る
詩
を
紹
介
す
る 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

西
福
寺
賞
梅 

 
 
 
 
 
 
 

西
福
寺
賞
梅 

 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
六 

 
 
 
 
 
 

品
茶
琢
句
坐
斜
陽 

 

茶
を
品
（
ひ
ん
）
し 

句
を
琢
（
た
く
）
し
て
斜
陽
に
座
（
ざ
）
し 

 
 
 
 
 
 

閑
事
偏
知
春
日
長 

 

閑
事
（
か
ん
じ
）
偏
（
ひ
と
）
え
に
春
日
（
し
ゅ
ん
じ
つ
）
の
長
（
な
が
）
き
を
知
る 

 
 
 
 
 
 

暮
鳥
還
棲
驚
有
客 

 

暮
鳥
（
ぼ
ち
ょ
う
）
棲
（
す
み
か
）
に
還
（
か
え
）
り
客
（
き
ゃ
く
）
有
る
に
驚
く 

 
 
 
 
 

 
 

梅
花
花
底
小
僧
房 

 

梅
花
（
ば
い
か
）
花
底
（
か
て
い
）
小
僧
房 

 

•   
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賞
梅 

梅
を
愛
し
て
楽
し
む
。 

 

品
茶 

お
茶
の
品
定
め
を
す
る
。 

 

琢 

玉
を
み 

が
く
こ
と
。 

棲 

す
み
か
、
ね
ぐ
ら
。 

僧
房
～
僧
侶
の
住
む
建
物
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
大
意
） 

茶
を
楽
し
み
詩
を
ひ
ね
り
、
夕
陽
が
さ
す
ま
で
座
っ
て
い
る
。
閑
暇
（
か
ん
か
）

を 

呑
気
に
過
ご
す
も
の
に
は
、
ま
っ
た
く
春
の
日
は
長
い
。
小
鳥
が
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
て 

き
て
、
客
（
茶
山
）
が
い
る
の
に
驚
い
た
ら
し
い
。
梅
の
花
盛
り
に
つ
つ
ま
れ
た
僧 

房
の
一
日
に
満
足
し
た
。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

西
福
寺
門
額 

 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 

後
編 

巻
三 

 

 
 
 
 
 
 

 

菩
提
豈
有
岐 

 
 

菩
提
（
ぼ
だ
い
）
豈
（
あ
に
）
岐
（
き
）
有
ら
ん
や 

 
 
 
 
 
 

 

開
示
分
悲
智 

 
 

開
示
し
て 

悲
智
（
ひ
ち
）
を
分
つ 

 
 
 
 
 
 
 

能
入
正
門
來 

 
 

能
く
正
門
よ
り
入
り
来
ら
ば 

 
 
 
 
 
 
 

便
知
其
不
二 

 
 

便
（
す
な
わ
）
ち
其
の
不
二
（
ふ
じ
）
な
る
を
知
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

菩
提 

悟
り
の
境
地
に
至
る
こ
と 

 
 

豈 

ど
う
し
て
・
・
だ
ろ
う
か 

 

岐 

分
か
れ
道 

 

悲
智 

慈
悲
と 

 
 
 
 
 
 

智
慧
。 

 

正
門 

正
し
い
信
心
の
筋
道
、 

 
便 

す
な
わ
ち 

 

不
二 

唯
一 

 

 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

仏
道
の
教
え
に
二
通
り
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
分
か
り
や
す
く
慈
悲
と
智
慧
に
分
け
て
説
く
。
正
し 

い
信
心
を
ひ
た
す
ら
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
二
通
り
で
な
い
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
る
だ
ろ
う
。 

＊ 

書
あ
り
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
嘉
平
月
（
陰
暦
一
二
月
）
二
六
日
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
詩
集
で
は 

二
行
目
の
「
開
示
」
が
「
開
似
」
と
あ
る
。 

 

元
夜
西
福
寺
即
事 

 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 

前
編 

巻
二 

 
 
 
 
 
 
 

佳
辰
寂
寞
古
僧
房 

 
 

佳
辰
（
か
し
ん
）
寂
寞
（
せ
き
ば
く
）
た
り 

古
僧
房 

 
 
 
 
 
 
 

豆
粥
留
人
興
也
長 

 
 

豆
粥
（
と
う
し
ゅ
く
）
人
を
留
め
て 

興
也
（
ま
）
た
長
し 

 
 
 
 
 
 
 

開
歳
忽
經
十
五
日 

 
 

開
歳
（
か
い
さ
い
）
忽
（
た
ち
ま
ち
）
経
（
へ
）
た
り
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 

看
棋
聊
盡
兩
三
觴 

 
 

看
棋
（
か
ん
き
）
聊
（
い
さ
さ
）
か
盡
（
つ
く
）
す 

両
三
觴
（
さ
ん
し
ょ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 

子
聲
断
續
春
園
静 

 
 

子
聲
（
し
せ
い
）
断
続 

春
園
静
か
に 

 
 
 
 
 
 
 

佛
畫
昏
濛
夜
壁
荒 

 
 

佛
書
昏
濛
（
こ
ん
も
う
） 

夜
壁
（
や
へ
き
）
荒
る 

 
 
 
 
 
 
 

歸
路
梅
花
枝
上
月 

 
 

帰
路
梅
花 

枝
上
の
月 

 
 
 
 
 
 
 

喜
無
燈
市
奮
清
光 

 
 

喜
ぶ
燈
市
（
と
う
し
）
の
清
光
を
奮
（
う
ば
）
う
無
き
を 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

元
夜 

正
月
十
五
日
夜
の
民
間
行
事
、
あ
ず
き
粥
を
炊
い
て
健
康
を
祈
る
。 

開
歳 

年
が
改
ま
る
。 

看
棋 

碁 

を
打
つ
の
を
見
る
。 

兩
三
觴 

二
～
三
杯
の
酒
、
觴
は
さ
か
ず
き
。 

子
聲 

碁
石
の
音
。 

昏
濛 

く
ら
く
て 

さ
だ
か
で
な
い
。 

燈
市 

燈
具
を
売
る
市 

 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

新
春
の
佳
節
、
古
風
な
僧
房
は
静
か
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
豆
が
ゆ
の
接
待
で
人
々
が
多
く
と
ど
ま
り 

更
に
い
つ
ま
で
も
座
興
が
続
く
。
年
が
明
け
て
も
う
一
五
日
経
っ
た
。
碁
を
打
つ
の
を
見
な
が
ら
二
～
三 

杯
や
る
。
碁
石
の
音
が
時
折
聞
こ
え
る
外
は
物
音
ひ
と
つ
し
な
い
春
園
。
壁
に
か
か
っ
た
仏
画
も
ほ
の
暗 

く
さ
だ
か
で
な
い
。
帰
路
の
道
端
に
梅
の
枝
を
照
ら
す
月
の
光
は
、
燈
市
の
明
る
さ
が
妨
げ
ぬ
ほ
ど
、
清 

ら
か
に
澄
ん
で
い
る
。 

＊
燈
市 

燈
具
を
売
る
市
。
古
代
中
国
で
は
正
月
八
日
か
ら
一
八
日
ま
で
燈
の
市
が
立
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
照

明
の
乏
し
い
時
代
で
は
、
唯
一
の
夜
の
華
や
か
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
明
る
さ
さ
え
梅
花
枝
上
の
清
光
を
消 

さ
な
い
程
月
光
は
鮮
や
か
で
あ
る
と
の
意 

＊
こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
西
福
寺
は
、
新
市
町
金
丸
に
あ
る
浄
土
真
宗
西
福
寺
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
理
由
は
、 

本堂前の詩碑 
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黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩
が
、「
雪
日
至
自
桃
谷
（
百
谷
）」（
加
茂
町
）→

「
元
夜
西 

福
寺
即
事
」（
新
市
町
）→

「
福
盛
寺
」（
駅
家
町
）→

「
柏
谷
途
中
」（
新
市
町
と
駅
家
町
の
峠
）
の
順
に
な
っ
て 

お
り
、
茶
山
が
吟
行
し
た
際
の
詩
と
す
る
な
ら
新
市
町
の
西
福
寺
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

天
明
三
年
初
秋 

茶
山
は
訪
れ
た
道
光
上
人
と
西
福
寺
で
賞
月
を
し
て
い
る
。
道
光
上
人
は
の
ち
に
こ
の
夜
の
こ 

と
を
思
い
だ
し
、
こ
の
詩
を
詠
ん
で
茶
山
に
贈
っ
て
い
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月
十
五
日
夜
懐
菅
先
生 

 
 
 
 
 

釋
日
謙
（
道
光
上
人
）
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

芙
蓉
池
面
印
淸
規 

 

芙
蓉 

池
面 

清
規
を
印
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

獨
對
秋
光
多
所
思 

 

独
り
秋
光
に
対
し
て 

所
思
多
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
福
曾
遊
君
記
否 

 
西
福
の
曽
（
か
）
っ
て
遊
ぶ
を 

君
記
す
る
や
否
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
元
翫
月
與
填
詞 

 
中
元 

月
を
玩
（
も
て
あ
そ
）
び
て 

與
（
と
も
）
に
填
詞
（
て
ん
し
）
せ
し
を 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

芙
蓉 

は
す
の
花 

 
 

秋
光 
秋
の
け
し
き
、
秋
の
日
光 

 
 

中
元 

陰
暦
七
月
十
五
日 

 
 

填
詞 

漢
詩
の
一
体
。
楽
府
か
ら
変
化
し
た
歌
曲
の
一
種
で
、
一
定
の
譜
面
に
合
わ
せ
て
、
文
字
を
填
（
う
） 

め
て
つ
く
る
か
ら
い
う
。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

蓮
の
花
が
池
の
水
面
に
規
則
正
し
く
浮
か
ん
で
咲
い
て
い
る
。
独
り
秋
の
穏
や
か
な
日
差
し
に
向 

い
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
。
曽
て
西
福
寺
に
遊
ん
だ
こ
と
く
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

福
山
志
料
の
中
に
、
西
山
拙
齋
の
詩
「
過
西
福
寺
住
憎
不
在
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不
管
山
憎
閑
與
忙 

探
梅
看
竹
借
禪
床 

爐
頭
半
日
吟
詩
去 

滿
院
松
濤
滿
鼎
香 

  
 
 
 
 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

小
早
川
文
吾
は
西
福
寺
に
眠
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
早
川
文
吾 

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
～
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
） 

名
を
戇
（
お
ろ
か
）、
字
景
汲
。
文
吾
は
通
称
。
薇
山
、
楽
々
翁
、
楽
々
斎
と
号
し 

た
。
父
が
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
医
学
を
学
び
、
茶
山
に
入
門
し
漢
学
を
学
ぶ
。
茶 

山
没
後
、
家
業
の
医
業
を
行
い
な
が
ら
、
私
塾
を
開
く
。
晩
年
失
明
し
た
が
、
塾
を
つ 

づ
け
た
。
七
日
市
通
の
現
在
「
天
寶
一
」
の
あ
た
り
に
居
宅
が
あ
っ
た
。
現
在
、
標
柱 

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
絵
画
、
詩
、
書
と
も
に
よ
く
し
た
。
文
字
学
に
通
じ
、
天
別
豊
姫
神
社
豊
姫
に
は
、
彼 

の
作
字
し
た
文
字
「
あ
か
く
に
」
が
石
に
刻
ま
れ
て
い
る 
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